














要約:今回は,昨年に続けてヒト奇形と関係が深いと考えられる残留農薬と食品との関係に

ついて整理した。ヒトおよび動物実験の結果『奇形』を起こす可能性のある残留農薬の数

(カッコ内)は,流産(5 品目),発育遅滞(4 品目),頭蓋異常(4 品目),脳の異常(4 品目),骨格

異常(6品目),脊椎異常(3品目),四肢異常(6品目),眼球の異常(6品目),内臓異常(5品目),

腎臓異常(2品目),免疫異常(3品目),精子異常(7 品目),行動異常(2 品目)であった。また,

ヒト胎児異常を起こす残留農薬を含む可能性のある食品は,野菜類 90,果実類 67,穀類 30,

いも類 9,し好飲料 8 などであった。これは『胎児毒物』と『ヒト奇形』との関連を見つ

け,危険な化学物質を特定し,それを排除する『ヒト生存の自衛のため』に必要な基礎研究

である。


